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	①　有害性の種類及びその程度の把握
	リスクの評価の対象とする化学物質等の有害性の種類及びその程度を、信頼できる主要な文献から把握する。
	また、必要に応じて、国際連合から勧告として公表された「化学品の分類及び表示に関する世界調和システム」（以下「ＧＨＳ」という。）で示される有害性に係るクラス（有害性の種類）及び区分（有害性の程度）を把握する。
	②　量―反応関係等の把握
	主要文献から対象物質等に係る量―反応関係、ばく露限界等を把握する。
	③　ばく露状況の把握
	④　リスクの判定
	ばく露レベルとばく露限界値又は無毒性量等との比較によりリスクを判定する。なお、当該判定の結果（初期リスク評価の結果）、ばく露限界等を超える高いばく露レベルが確認される場合にあっては、より詳細なリスク評価（詳細リスク評価）に移行し、作業毎のばく露レベルを精査した上で、再度リスク判定を行うものとする。
	主要文献から、対象物質等の有害性の種類及びその程度を把握する。
	②　量―反応関係等の把握
	ア　臓器毒性・全身毒性又は生殖毒性
	臓器毒性・全身毒性又は生殖毒性の有無及びばく露限界又は無毒性量等について把握する。
	イ　急性毒性
	ウ　皮膚腐食性・刺激性又は眼に対する重篤な損傷性・刺激性
	エ　呼吸器感作性又は皮膚感作性
	オ　生殖細胞変異原性
	人の生殖細胞に、遺伝する可能性のある突然変異を誘発する可能性を把握する。
	カ　発がん性
	発がん性の有無及び当該発がん性に閾値がないと考えられている場合には必要に応じてがんの過剰発生率を、閾値がないと考えられている場合以外の場合には無毒性量等を把握する。
	キ　データの信頼性の検討

